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懐かしい卒業写真

　志賀来ふの裏表紙の感想紹介を読んでいると懐かしい人の名前を見、昨年沢内で集まった還暦の会を思
い出し嬉しくなりました。沢内の情報を知ることも楽しいのですが、今回はまた別の楽しみもあるのだと
気付き、あらためて次号が楽しみになりました。6月下旬の同窓会には、出席したかったのですが、仕事
の都合上どうしても休めず泣く泣くあきらめました。
「志賀来ふ」を通じて新しい情報を待っています。（太田出身　高橋　かおるさん）

　志賀来山や沢内の雪景色、雪深い写真を見て自分が子供の時に一瞬に帰った気持ちでした。雪払いも大
変だった事と思います。又、雪あかりの写真を見て、こんな事も今はしてるんだなーと思い心がホットし
ました。又、２年先輩の方で山中幸子さんの活躍の姿を見て、すごいと思いました。色々な情報を志賀来
ふで見れて幸せに思います。ありがとうございます。（匿名さん）

志賀来ふの感想紹介

舟っこ流し
2018 年８月16日（木）
18:30 開会式
20:30 花火
場所：新町

本情報誌は、地域の出身者や本情報誌は、地域の出身者や所
ゆかりゆかり

縁のある方にお送りしています。まだ届いてない方がおりましたら、のある方にお送りしています。まだ届いてない方がおりましたら、
ご住所をお知らせください。バックナンバー含め、お送りいたします！ご住所をお知らせください。バックナンバー含め、お送りいたします！
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長く引き継がれてきたものから、新しく生まれたものまで、ふるさと志賀来の「食」をお届け！

志賀来の　『食』

西和賀の料理の紹介や、レシピを！というご要望にお応えして始まった『食』のコーナー。

２回目は、本手打ちそばにこだわる「およね食堂」を紹介します！

およね食堂
し ょ く ど う

　先々代の頃、 「ふじや商店」 から始まった

食堂！大正末期頃は村のなんでも屋さんで、

お酒から食料品、 日用雑貨と生活に必要な

ものは何でも揃っていました。 昭和 44 年には

店の向かいに碧祥寺博物館が開設され、 お

土産物屋さんとしても賑わったそう。 お寺の参

道途中の休憩所に食べ物を提供していたこと

も。当時は大型バスが何台も来て、活気があっ

たそうですが、 今は県内外からのリピーターの

お客さんがほとんどで、 毎日食べにくる根強い

ファンの方々もいるそうです。

　そばも作付けしています。 手打ちそばには、

山菜がたくさん盛られていますが、 それを 「お

よねそば」 と名付けて提供しています。 そば

の収穫時期には、 「新そばまつり」 （10 月中

旬～ 11 月中旬） を開催し、 西和賀産そば

のオリジナルメニューで、 多くのお客さんの胃

袋を喜ばせています。 西和賀に来たらぜひ、

立ち寄ってみてください！

およね食堂
住所：西和賀町沢内字太田

　　　8-66

電話：0197-85-2045

時間：食事10:00 ～ 16:30

　　　土産 9:00～ 19:00

定休：不定休

　　　（電話でご連絡を）

佐々木淑
と し こ

子さん (86)【太田在住】
忙しい毎日が好き。 じっとしていられな

い性分の働き者のお母さん。 今日もお

よね食堂を切り盛りしている。

農家レストランおよね食堂は、 地元の食

材や、 山菜にこだわり季節ごとに小鉢の

内容が変わる。 懐かしいおふくろの味。

手打ちそばにこだわっている。

なるべく地元のもの、 自

分達で作ったものを提供

している。 ご飯も出来る

だけ農薬を使わずに自分

達で育てた米を提供！安

心、 安全の食品なのだ。

山菜や季節の旬な食材で

日替わり定食のメニュー

が変わる。 いまは、 山菜

の「みず」、「ふき」が旬。

こだわりメニュー
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志賀来地区ふるさと交流事業
実行委員会

志賀来地区ふるさと交流事業
実行委員会

ご
挨
拶

新
体
制
に

　
　

夢
託
す

　
　

夢
託
す

新

佐藤　政信

内記　和彦

　

合
併
後
の
12
年
間
、
区
長
と
し
て

数
々
の
事
業
に
取
組
ん
で
き
た
。
今

年
度
４
月
よ
り
新
し
い
体
制
に
引
継

ぎ
、
や
っ
と
自
由
な
自
分
の
時
間
を

持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
を
機
会

に
、
廃
校
と
な
っ
た
高
台
が
気
に
な

り
、
草
刈
り
作
業
を
計
画
し
て
参
加

し
、
記
念
公
園
跡
地
を
中
心
に
整
備

に
取
り
組
み
始
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
を
胸
に
卒
業
生
が
植
え
た
記

念
樹
が
大
雪
に
倒
さ
れ
枝
が
折
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
木
々
の
応
急
対
応
を
何

と
か
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
７
月
30

日
で
81
歳
と
な
る
自
分
に
、
こ
の
先
何

が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
体
の
動
け

る
う
ち
に
、
整
理
し
て
や
っ
て
お
く
こ
と

と
し
て
考
え
て
い
た
中
に
、
母
校
高
台
の

整
備
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

「
人
生
百
歳
時
代
」
と
は
い
え
、
お
迎

え
が
来
る
の
は
近
い
。
長
い
間
私
を
交

え
て
く
れ
た
部
落
の
皆
に
も
、
私
の
で
き

る
こ
と
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
。

現
役
の
時
代
に
な
か
っ
た
自
由
な
時
間

が
終
活
に
入
り
、
係
わ
る
こ
と
が
で
き

た
。
老
木
と
な
り
病
気
と
な
っ
た
桜
に

も
手
を
入
れ
、
整
備
さ
れ
た
高
台
か
ら

志
賀
来
山
を
見
る
。
桜
を
見
な
が
ら
廃

校
の
活
用
を
考
え
る
。
夢
を
持
ち
な
が

ら
次
世
代
に
託
し
て
い
き
た
い
。

　

人
口
減
少
の
時
代
、
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る
。
引
き

継
い
だ
次
世
代
の
体
制
が
順
調
に
活
動

で
き
る
こ
と
の
手
助
け
に
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　

長
い
間
私
を
支
え
て
く
れ
た
方
々
に

感
謝
し
、
こ
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た

こ
と
に
お
礼
を
の
べ
筆
を
お
く
こ
と
と
す

る
。

流事流事流事流事流事流事流事流事流事流事流事事流流事事流 業業業業業業業業業業業業業業業業業

信信信信信信信信信信信信信信信信信信

新会長に

就任しました

前会長

新会長

　

地
域
の
皆
様
及
び
出
身
者
、
志
賀
来

に
所
縁
の
あ
る
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
ご
支
援
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
先
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
志
賀
来
地

区
ふ
る
さ
と
交
流
事
業
実
行
委
員
会
に

お
き
ま
し
て
、
会
長
に
推
薦
頂
き
ま
し

た
前
郷
の
内
記
和
彦
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
佐
藤
政

信
委
員
長
を
先
頭
に
、
関
係
者
の
皆

様
に
よ
り
活
動
基
盤
の
整
備
を
精
力

的
に
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
多
く
の
成
果
を
基
に
、
目
標
達

成
に
向
け
皆
様
の
お
力
を
頂
き
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
地
区

（
学
区
）
の
拠

り
所
で
あ
る

「
第
一
小
学
校
」
の
活

用
に
つ
き
ま
し
て
、
会
と
し
て
も
模
索

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
活
用
策
に
つ
き
ま

し
て
、
可
能
な
範
囲
で
な
ん
ら
か
の
提

案
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
で
町
が
無
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
志

賀
来
地
区
が
そ
の
危
機
を
打
ち
破
る

モ
デ
ル
と
な
れ
る
よ
う
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次世代に

託します！
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太田区区長

圃
場
整
備
で
変
わ
る
太
田

髙橋　勝

　

「
志
賀
来
ふ
」
１
号
で
少
し
紹
介
し
ま

し
た
が
、
太
田
地
区
で
は

『
経
営
体
育

成
型
基
盤
整
備
事
業
』
に
よ
り
圃
場
の

整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
計
画
の
概

要
は
受
益
者
面
積
約
65 

ha 

で
、
工
期
が

平
成
28
年
か
ら
31
年
５
月
ま
で
の
予
定

で
す
。

　

工
事
は
順
調
に
進
み
、
現
在
約
26

・

５
ha
が
終
了
し
、
既
に
作
付
け
も
済
ん

で
お
り
ま
す
。
第
３
工
区
14 

ha
に
つ
い
て

は
６
月
に
引
渡
の
予
定
で
工
事
が
進
ん

で
お
り
、
計
画
の
６
割
程
の
工
事
が
終

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
り
の
第
４

工
区
23

・
８
ha
に
つ
い
て
は
31
年
の
５
月

中
旬
を
め
ど
に
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

想
像
を
超
え
た
大
き
な
田
圃
と
畦
畔
に

広
い
農
道
が
伸
び
、
そ
の
偉
容
に
は
た

だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。
来
春
に
は
最
大

70 

a
に
も
な
る
田
圃
で
大
型
の
ト
ラ
ク

タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
が
躍
動
し
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
農
村
風
景
が
映
し
出
さ

れ
ま
す
。

　

一
方
で
兼
業
農
家
が
減
少
し
て
、
農

事
法
人
や
大
規
模
農
家
へ
と
農
村
は
変

容
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
の
大
事
な
交

流
だ
っ
た

『
結
』
か
ら
、
新
た
な
支
え

合
い
の
深
心
へ
と
、
確
か
な
一
歩
を
踏
み

出
し
前
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
広

大
な
緑
の
田
園
を
眺
め
な
が
ら
思
い
を

巡
ら
し
ま
し
た
。
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志賀来の

人

志賀来で頑張る人にお話を聞きます。

【前郷下巾地区在住】

佐々木 昭
しょうけん

見さん

昭和 24年⽣まれ、68歳。⼭菜採
りの名⼈。年間 200⽇、⼭の中で
⼭菜ときのこを採る、無類の⼭好
き。⻄和賀町のすべての⼭を知り
尽くす筋⾦⼊りの⼭菜ハンター。

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
山
好
き
に

　

25
年
位
前
か
ら
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

山
好
き
に
な
っ
た
。
今
は
毎
日
、
山
に

通
う
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

全
て
の
山
菜
を
収
穫
し
て
い
る
よ
。
今

時
期
だ
と
わ
ら
び
と
み
ず
。
採
っ
た
山

菜
は
、
西
和
賀
町
太
田
に
あ
る
産
直
「
里

の
恵
み
」
に
卸
し
て
る
。
仕
事
と
し
て
や
っ

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
趣
味
の
延
長
み
た

い
な
も
ん
だ
。

山
菜
採
り
の
ル
ー
ル

　

最
初
の
頃
は
、
採
る
の
が
面
白
く
て

ね
。
生
え
て
い
る
山
菜
を
全
部
採
っ
た
も

ん
だ
っ
た
よ
。
で
も
次
の
年
に
同
じ
場
所

に
行
く
と
、
山
菜
の
数
が
減
っ
て
た
り
、

茎
が
細
く
な
っ
て
い
た
り
し
て
、
が
っ
か

り
し
た
ん
だ
よ
な
ぁ
。
今
は
生
え
て
い
る

山
菜
の
３
分
の
１
く
ら
い
を
採
っ
て
、
あ

と
は
残
し
て
来
る
。
こ
れ
は
山
菜
採
り
の

マ
ナ
ー
だ
よ
。
大
体
の
人
が
口
を
揃
え
て

こ
う
言
う
と
思
う
。

　

ピ
ー
ク
の
時
は
、
テ
レ
ビ
と
か
新
聞
の

取
材
要
請
が
よ
く
入
る
ん
だ
。
で
も
、

時
間
を
拘
束
さ
れ
た
り
対
応
が
面
倒

で
、
今
は
ほ
と
ん
ど
取
材
は
断
っ
て
い
る
。

今
回
は
特
別
。

山
菜
の
生
え
る
場
所

　

よ
く
、
山
菜
と
か
き
の
こ
採
り
の
名
手

は
、
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
み
た
い
の
が
あ
っ

て
、
自
分
が
採
る
場
所
を
誰
に
も
教
え

な
い
と
言
う
が
、
俺
は
教
え
る
。
で
も

山
の
景
色
は
時
間
と
と
も
に
変
わ
る
も

の
だ
か
ら
、
い
つ
も
同
じ
景
色
じ
ゃ
ぁ
な

い
。
教
え
て
も
ら
っ
た
と
し
て
も
、
次
の

年
に
同
じ
場
所
に
行
く
の
は
、
素
人
に

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
な
。

山菜採り名人山菜採り名人
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志賀来の
若いチカラ

【大野地区在住】

門
もんま

馬 由
ゆ か

佳さん(28)

1990 年⽣まれ東京出⾝。中
学から⼤学まで⼥⼦校。
⼤学は国際関係学科で情報社
会学・教職をメインに勉強。
2018 年 7 ⽉から地域おこし
協⼒隊として⻄和賀町に移住。

―
―
ど
う
い
う
経
緯
で
協
力
隊
に
？

　

ず
っ
と
海
外
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
大
学
３
年
の
時
に
福
島
県

昭
和
村
で
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し

て

「
日
本
の
地
域
の
何
気
な
い
日
常
が

素
敵
だ
な
ぁ
」
と
感
じ
、
日
本
の
地
域

活
性
に
関
わ
る
こ
と
が
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
院
生
時
代
は
、

農
業

・
古
民
家
改
修

・
環
境
整
備

・

イ
ベ
ン
ト
運
営
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
特
産
品
の
販
路
拡

大
に
取
り
組
む
会
社
の
様
々
な
部
署
で

３
年
弱
働
き
、
今
年
７
月
か
ら

「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
西
和
賀
に
来

ま
し
た
。

―
―
な
ぜ
西
和
賀
町
？

　

一
番
は
、
「
西
和
賀
が
好
き
だ
か
ら
」

で
す
！
２
０
１
４
年
の
雪
あ
か
り
の
時

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
た
の
が
初
め
て

で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
あ
た

た
か
い
と
い
う
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
雪
あ
か
り
の
時
は
毎
年

参
加
。
そ
の
う
ち
冬
以
外
の
西
和
賀
に

も
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
春
夏
秋
も
「
里

帰
り
」
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
気
づ
け
ば
４
年
間
で
13
回
も
来

て
い
ま
し
た
。

―
―
こ
の
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

　

い
つ
も
来
る
と
わ
く
わ
く
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
南
部
か
し
わ
や
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
い
た
り
、
７
月
に

は
、
ま
ち
な
か
交
流
館
が
で
き
て
い
た

り
。
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
て
い
る
感
じ

が
し
ま
す
。

　

「
西
和
賀
が
好
き
！
」
と
い
っ
て
く
れ

る
友
だ
ち
も
多
く
、
西
和
賀
に
は
人
を

惹
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
る
ん
だ
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
西
和
賀
に
楽

し
い
こ
と
・
面
白
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
、
多
く
の
人
に
き
て
も
ら
え
る
よ
う
、

私
自
身
も
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
！

雪あかりボランティアから移住へ

志賀来に住んで頑張る若手の様子をお届けします。
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こんな
ところに !?
志賀来人

志賀来を離れて活躍する出身者に、今の生活を聞きます！

【分訳出身】
エクアドル在住

高橋 聡さん (65)

エクアドル国動植物防疫規制
管理庁⾷品安全局に、JICA シ
ニア海外ボランティアとして
勤務（2018 年 7⽉現在）。
エクアドルの⾸都キト市在住。
右下写真︓農牧省技術者への
GAP 研修会終了後、同僚とカ
カオ⾖⽣産者の家の前で。

　エクアドルは南米の西海岸
にある赤道直下の国で、アマ
ゾンのジャングルやアンデス
高地、ガラパゴス諸島なども
含まれます。
　公用語はスペイン語。赤道
直下の熱帯に位置する国です
が、標高が高い地域や、寒流
であるペルー海流の影響を受
ける地域は過ごしやすいと言
われています。

　

分
訳
で
生
ま
れ
、
父
の
仕
事
の
関
係

　

分
訳
で
生
ま
れ
、
父
の
仕
事
の
関
係

で
一
時
、
青
森
県
の
上
北
鉱
山
に
い
ま

で
一
時
、
青
森
県
の
上
北
鉱
山
に
い
ま

し
た
が
６
歳
で
分
訳
に
戻
り
ま
し
た
。

し
た
が
６
歳
で
分
訳
に
戻
り
ま
し
た
。

新
町
小
学
校
に
入
学
し
て
、
卒
業
は
、

新
町
小
学
校
に
入
学
し
て
、
卒
業
は
、

太
田
と
合
併
し
た
沢
内
第
一
小
学
校
で

太
田
と
合
併
し
た
沢
内
第
一
小
学
校
で

し
た
。
ま
だ
百
年
橋
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も

し
た
。
ま
だ
百
年
橋
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も

な
く
、
ト
ボ
ト
ボ
道
草
を
食
い
な
が
ら
、

な
く
、
ト
ボ
ト
ボ
道
草
を
食
い
な
が
ら
、

志
賀
来
山
に
見
守
ら
れ
、
鼻
水
を
垂
ら

志
賀
来
山
に
見
守
ら
れ
、
鼻
水
を
垂
ら

し
て
通
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
（
今
で
も

し
て
通
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
（
今
で
も

姉
た
ち
に
、
い
つ
も
一
番
遅
く
に
学
校
に

姉
た
ち
に
、
い
つ
も
一
番
遅
く
に
学
校
に

走
っ
て
行
っ
て
い
た
と
か
ら
か
わ
れ
ま
す
。

走
っ
て
行
っ
て
い
た
と
か
ら
か
わ
れ
ま
す
。

油
断
し
て
い
る
と
、
赤
ん
坊
の
頃
、
私

油
断
し
て
い
る
と
、
赤
ん
坊
の
頃
、
私

の
オ
シ
メ
を
か
え
た
話
や
小
学
校
に
お
ん

の
オ
シ
メ
を
か
え
た
話
や
小
学
校
に
お
ん

ぶ
を
し
て
い
っ
た
と
い
う
話
を
す
る
の
で
、

ぶ
を
し
て
い
っ
た
と
い
う
話
を
す
る
の
で
、

姉
た
ち
に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
）

姉
た
ち
に
は
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
）

　

そ
の
後
、
北
上
市
で
高
校
、
神
奈
川

　

そ
の
後
、
北
上
市
で
高
校
、
神
奈
川

で
学
生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

で
学
生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
栃
木

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
栃
木

県
の
牧
場
に
い
ま
し
た
が
、

県
の
牧
場
に
い
ま
し
た
が
、
2626
歳
の
時
に

歳
の
時
に

青
年
海
外
協
力
隊
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
き

青
年
海
外
協
力
隊
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
き

ま
し
た
。
帰
国
後
、
ド
イ
ツ
の
化
学
会

ま
し
た
。
帰
国
後
、
ド
イ
ツ
の
化
学
会

社

（
ヘ
キ
ス
ト
社
）
農
薬
事
業
部
に
入

社

（
ヘ
キ
ス
ト
社
）
農
薬
事
業
部
に
入

社
し
、
４
回
の
吸
収
合
併
を
繰
り
返
し

社
し
、
４
回
の
吸
収
合
併
を
繰
り
返
し

ま
し
た
が
、
し
ぶ
と
く

ま
し
た
が
、
し
ぶ
と
く
3232
年
間
勤
め
ま

年
間
勤
め
ま

し
た
。

し
た
。
6060
歳
で
定
年
を
迎
え
、
今
は
、

歳
で
定
年
を
迎
え
、
今
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
エ
ク
ア
ド
ル
に
来
て
い
ま
す
。

と
し
て
エ
ク
ア
ド
ル
に
来
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
、
主
に
海
外
に
輸
出
す
る
エ
ク

　

仕
事
は
、
主
に
海
外
に
輸
出
す
る
エ
ク

ア
ド
ル
産
カ
カ
オ
豆
の
農
薬
汚
染
防
止

ア
ド
ル
産
カ
カ
オ
豆
の
農
薬
汚
染
防
止

対
策
を
し
て
い
ま
す
。
語
学
の
上
達
は
、

対
策
を
し
て
い
ま
す
。
語
学
の
上
達
は
、

恋
人
を
持
つ
こ
と
も
一
つ
の
方
法
だ
と
よ

恋
人
を
持
つ
こ
と
も
一
つ
の
方
法
だ
と
よ

く
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
若
い
人
の
話
で
、

く
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
若
い
人
の
話
で
、

ス
ペ
イ
ン
語
の
単
語
も
女
性
の
名
前
も
、

ス
ペ
イ
ン
語
の
単
語
も
女
性
の
名
前
も
、

私
の
頭
は
ニ
ワ
ト
リ
と
一
緒
で
、
２
～
３

私
の
頭
は
ニ
ワ
ト
リ
と
一
緒
で
、
２
～
３

歩
、
歩
く
と
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

歩
、
歩
く
と
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

た
だ
、
仕
事
で
は
、
日
本
の
厚
労
省

　

た
だ
、
仕
事
で
は
、
日
本
の
厚
労
省

よ
り
エ
ク
ア
ド
ル
植
物
検
疫
の
違
反
事

よ
り
エ
ク
ア
ド
ル
植
物
検
疫
の
違
反
事

例
報
告
が
、
一
昨
年
は

例
報
告
が
、
一
昨
年
は
1010
件
で
し
た
が
、

件
で
し
た
が
、

今
年
は
１
件
し
か
報
告
が
な
く
、
い
く

今
年
は
１
件
し
か
報
告
が
な
く
、
い
く

ら
か
は
こ
の
国
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
な

ら
か
は
こ
の
国
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
故
郷
西
和
賀
の
為
に
何
か
役

　

た
だ
、
故
郷
西
和
賀
の
為
に
何
か
役

に
立
っ
て
い
る
の
か
な
と
考
え
る
と
、
何

に
立
っ
て
い
る
の
か
な
と
考
え
る
と
、
何

も
し
て
い
な
い
自
分
に
い
つ
も
嫌
悪
感
を

も
し
て
い
な
い
自
分
に
い
つ
も
嫌
悪
感
を

覚
え
ま
す
。
今
度
、
帰
っ
た
時
は
、
懐

覚
え
ま
す
。
今
度
、
帰
っ
た
時
は
、
懐

か
し
さ
と
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
が
混

か
し
さ
と
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
が
混

在
し
て
い
る
志
賀
来
山
に
ご
め
ん
ね
っ
て

在
し
て
い
る
志
賀
来
山
に
ご
め
ん
ね
っ
て

謝
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

謝
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

＠エクアドル＠エクアドル

志賀来山にごめんね
エクアドル

カナダ
ロシア

アメリカ
太平洋

志賀来

エクアドル首都キト市


